
 

  

研究内容：  

①社会統計など公開されているデータを用い、「地域」が地域間競争を勝ち抜き、存続するための条件を 

実証的に探るものです。 

②地域を構成する諸要素（企業、家計、自治体）から地域をシステムとしてとらえ観察し、地域の持つ固有 

の資源は何か、その強み弱み等は何か、マーケティング手法などの視点から、その特徴を構造的に捉 

えます。 

③公開データを用いる利点として次のようなものがあります。 

・データの取り方が判明しており、信頼度が安定している 

・共通の土台で議論が可能 

・地場中小企業の経営スタッフが、自前で比較的安価に基礎的分析を行える 

このような分析により、企業経営に有用な様々な情報を得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

④観察対象（地域）の特徴をデータより明らかにした後、各種発想法や計画立案のための手法を 

地域が抱える固有の問題解決に資することが期待されます。 
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提供可能技術： 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  


